
い き し ま みしま い き し

壱岐島・三島地区（長崎県壱岐市）における防護措置

96

Ø 壱岐市は屋内退避や一時移転等の指示が出た場合、対象となる住民に対して全戸配布された告知放送受信機を活用するほか、自

主防災組織、消防団等を通じて必要な情報を伝達。

Ø 一時移転等の指示が出た場合、壱岐島の住民は、壱岐島北部へ移動。また、大島・長島・原島の住民は、集合場所である三島小学

校・旧三島小学校長島分校・旧三島小学校原島分校まで徒歩で移動した後、大島港・長島港・原島港から長崎県、壱岐市が確保する

船舶により郷ﾉ浦港まで移動。その後、長崎県、壱岐市が確保するﾊﾞｽ等により避難先施設となる壱岐市内の沼津小学校まで移動。な

お、悪天候等により船舶による避難が困難な場合や無理に避難すると健康ﾘｽｸが高まる住民は、放射線防護対策施設である三島小

学校等にて屋内退避。

Ø 屋内退避の実施に必要となる生活物資等については、壱岐市役所等に備蓄。

壱岐島における生活物資
・放射線防護資機材の備蓄場所

・ 壱岐市役所
・ 壱岐保健所

おおしまこう
大島港

ながしまこう
長島港

大島、長島、原島地区における

生活物資・放射線防護資機材の備蓄場所

・大島:三島小学校体育館※整備中

・長島:旧三島小学校長島分校※整備予定

・原島:旧三島小学校原島分校※整備予定

UPZ
UPZ

避難先��壱岐島北部

ごうのうらこう
郷ﾉ浦港

避難元��壱岐島内の対象地区
（渡良地区、初山地区、武生水地区、柳田地区、

志原地区、筒城地区、石田地区、八幡地区、
田河地区、那賀地区）避難元��大島・長島・原島

（※）島内の面積は重点区域
外を含めて133.8kmｲ

さんご

珊瑚大橋

臨時ﾍﾘﾎﾟｰﾄ
（大谷公園）

H

臨時ﾍﾘﾎﾟｰﾄ
(天ヶ原ｸﾞﾗﾝﾄﾞ)

防災離着陸候補地
（芦辺中学校）

おおしま ながしま はるしま

みしま ながしま みしま はるしま おおしまこう ながしまこう はるしまこう

ごうのうらこう ぬまづ

い き

おおや

防災離着陸候補地
（石田中学校）

いしだ

あしべ

あまがはら

臨時ﾍﾘﾎﾟｰﾄ
（芦辺町芝生広場）

あしべちょう

おおしま ながしま はるしま

わたら はつやま むしょうず やなぎだ

しわら つつき いし だ やはた

たがわ な か

※不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、 実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）に支援を要請。

い き し

い き し

みしま

み し ま

＜参考＞定期航路
大島港～長島港 (11分)
長島港～原島港 (約11分)
原島港～郷ﾉ浦港 (約28分)
（定員100人）

おおしまこう ながしまこう

ながしまこう はるしまこう

はるしまこう ごうのうらこう

おおしま ながしま はるしま

い き し

い き

いきしま

いきしま

いきしま

いきしま

避難先��
沼津小学校

ごうのうらこう
郷ﾉ浦港

ぬまづ

み し ま

み し ま

おおしま
大島

人口��137人
面積��16.9 km2

ながしま

長島
人口��123人
面積��0.51 km2

はるしま
原島

人口��94人
面積��0.53 km2

はるしまこう
原島港

防災離着陸候補地
（旧三島小学校長島

分校）

みしま

防災離着陸候補地
（三島小学校）

みしま

防災離着陸候補地
（旧三島小学校原島分校）

みしま はるしま

壱岐空港
い き

＜放射線防護対策施設＞
旧三島小学校原島分校

※整備予定
収容可能者数��約120人

みしま はるしま
＜放射線防護対策施設＞
旧三島小学校長島分校

※整備予定
収容可能者数��約150人

みしま ながしま

＜放射線防護対策施設＞
三島小学校体育館

※整備中
収容可能者数��267人

み し ま

おおしま

ながしま

はるしま

ながしま

はるしま 【凡例】
��港
��集合場所

H ��ﾍﾘﾎﾟｰﾄ
H ��臨時ﾍﾘﾎﾟｰﾄ

��防災離着陸
候補地

みしまいきしま

い き し

いきしま
壱岐島内の対象地区

人口��14.879人

H

H

H

ながしま

いきし



ひめしま いとしまし

姫島（福岡県糸島市）における防護措置
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PAZ

UPZ 島内における生活物資・
放射線防護資機材の備蓄場所

・ 姫島福祉ｾﾝﾀｰはまゆう

きしこう

岐志港

ひめしまこう

姫島港

＜参考＞定期航路
姫島港～岐志港
（定員76人）
標準所要時間約16分

きしこう

岐志港ひめしまこう

姫島港

【凡例】
��港
��集合場所

避難先��福岡市
（福岡市立福岡女子高校）

Ø 糸島市は屋内退避や一時移転等の指示が出た場合、住民に対して防災行政無線等を活用するほか、自主防災組織、消防団
等を通じて必要な情報を伝達。

Ø 一時移転等の指示が出た場合、住民は、集合場所である姫島福祉ｾﾝﾀｰはまゆうまで徒歩等で移動した後、姫島港から福岡県、

糸島市が確保する船舶により岐志港まで移動。その後、福岡県、糸島市が確保するﾊﾞｽ等により避難先となる福岡市立福岡女

子高校まで移動。なお、悪天候等により船舶による避難が困難な場合や無理に避難すると健康ﾘｽｸが高まる住民は、放射線防

護対策施設である姫島福祉ｾﾝﾀｰはまゆうに屋内退避。

Ø 屋内退避の実施に必要となる生活物資等については、姫島福祉ｾﾝﾀｰはまゆうに備蓄。

※不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、 実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）に支援を要請。

ひめしま

いとしまし

いとしまし いとしまし

ひめしま

ひめしま

ひめしまこう

きしこ う

ひめしまこう き し こ う

臨時ﾍﾘﾎﾟｰﾄ
（姫島小学校・志摩中学校分校）

ひめしま し ま

＜放射線防護対策施設＞
姫島福祉ｾﾝﾀｰはまゆう

収容可能者数��236人

ひめしま

ひめしま

ひめしま
姫島

人口��182人
面積��0.75 km2

H

H ��臨時ﾍﾘﾎﾟｰﾄ



福島（ふくしま）

飛島（とびしま）

度島（たくしま）

松島（まつしま）

高島（たかしま）

PAZ

UPZ

姫島（ひめしま）

原島（はるしま）

長島（ながしま）

大島（おおしま）

的山大島(あづちおおしま)

黒島（くろしま）

青島（あおしま）

全島民を対象に生活物資（食
料、飲料水等）を備蓄

向島（むくしま）

神集島（かしわじま）

【凡例】

陸路避難ができない離島

陸路避難可能な離島
（本土と架橋された離島
又は島内避難の場合）

小川島（おがわしま）

壱岐島（いきしま）

平戸島（ひらどしま）

鷹島（たかしま）

全島民を対象に生活物資（食
料、飲料水等）を備蓄

全島民を対象に生活物資（食
料、飲料水等）を備蓄

全島民を対象に生活物資（食
料、飲料水等）を備蓄

全島民を対象に生活物資（食
料、飲料水等）を備蓄

全島民を対象に生活物資（食料、飲
料水等）を備蓄※整備中

全島民を対象に生活物資（食料、飲
料水等）を備蓄※整備予定

全島民を対象に生活物資（食料、飲
料水等）を備蓄※整備予定

全島民を対象に生活物資（食
料、飲料水等）を備蓄

全島民を対象に生活物資（食
料、飲料水等）を備蓄

全島民を対象に生活物資（食
料、飲料水等）を備蓄

全島民を対象に生活物資（食
料、飲料水等）を備蓄

生活物資（食料、飲料水等）の
備蓄に加え、松浦市の民間業者等
との協定に基づき生活物資を確保全島民を対象に生活物資（食料、飲

料水等）を備蓄※整備中
全島民を対象に生活物資（食料、飲
料水等）を備蓄※整備中

生活物資（食料・飲料水等）の備
蓄に加え、松浦市の民間業者等と
の協定に基づき生活物資を確保

生活物資（食料・飲料水等）の
備蓄に加え、平戸市の民間業者等
との協定に基づき生活物資を確保

UPZ内における離島の生活物資等の備蓄・供給体制
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Ø 災害時に備え、本土との架橋のない離島においては、全島民を対象にした生活物資（食料、飲料水等）をそれぞれの離島において備蓄。

Ø 本土との架橋のある離島においては、島内の生活物資の備蓄に加え、それぞれの市における民間業者等との物資の供給に関する協定
に基づき、必要な生活物資を確保。

Ø 生活物資が不足する場合は、海路、空路、陸路により、必要な生活物資を供給。

（※）安定ﾖｳ素剤については、それぞれの離島において緊急配布ができるよう、必要数の備蓄を整備中。

生活物資（食料、飲料水等）の
備蓄に加え、壱岐市の民間業者等
との協定に基づき生活物資を確保

加唐島（かからしま）
全島民を対象に生活物資（食
料、飲料水等）を備蓄

馬渡島（まだらしま）
全島民を対象に生活物資（食
料、飲料水等）を備蓄



8．放射線防護資機材、物資、
燃料備蓄・供給体制
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備蓄拠点 対象施設

6

2

合 計 8

PAZ

唐津市呼子市民ｾﾝﾀｰ
からつし よぶこ

宝寿荘
ほうじゅそう

唐津市鎮西市民ｾﾝﾀｰ
からつし ちんぜい

唐津市肥前市民ｾﾝﾀｰ
からつし ひぜん

玄海町役場
げんかいちょう

唐津総合庁舎
からつ

唐津市本庁舎
からつし

PAZ内防護措置に備えた放射線防護資機材の備蓄体制

Ø 佐賀県は、PAZ内の関係市町、佐賀県現地機関のほか、PAZ内の放射線防護対策施設において、避
難誘導や避難行動支援などを行う要員のための個人線量計等の放射線防護資機材の備蓄を実施。

Ø 緊急時には、避難誘導者等が、これらの放射線防護資機材を用いて活動を実施。
Ø 平時にはこれらの使用方法に関する訓練・研修を定期的に実施。

100

放射線防護対策施設

（※）玄海園及び宝寿荘の2施設は、
放射線防護対策措置済

げんかいえん ほうじゅそう

個人線量計

ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ

放射線防護対策施設
施設管理者、避難誘導者向けに備蓄を実施

PAZ内の関係市町、佐賀県現地機関
防災業務従事者向けに備蓄を実施

PAZ内の関係市町、佐賀県現地機関

げんかいえん
玄海園



佐賀県におけるUPZ内防護措置に備えた放射線防護資機材の備蓄・供給体制

101��

PAZ

UPZ

佐賀県

住民の一時移転等実施

住民搬送を担う機関

物資集積拠点（一時集結拠点）

放射線防護資機材備蓄拠点
（佐賀県庁、唐津総合庁舎 等）

連絡調整

住民搬送を担う機関は、物資集積拠点
（一時集結拠点）で資機材の受取りを
実施。

＜住民搬送を担う機関に対する放射線防護資機材の配布体制＞

搬送

＜UPZ外の機関の場合＞＜UPZ内の機関の場合＞

UPZ内の放射
線防護資機材

備蓄拠点

唐津総合庁舎
等

※1 物資集積拠点（一時集結拠点）は、生活物資等の
物資集積拠点（一時集結拠点）と同じ場所に設置

からつ

（凡例）
��物資集積拠点（一時集結拠点）��放射線防護資機材備蓄拠点

からつ

携行携行

受取受取

佐賀県庁

Ø 佐賀県では、UPZ内住民の一時移転等において住民搬送を担う機関には、放射線防護資機材備蓄拠点や
緊急時に設置する物資集積拠点（一時集結拠点）で放射線防護資機材を配布。

Ø 平時には放射線防護資機材等の使用方法に関する訓練・研修を定期的に実施。

Ø 放射線防護資機材備蓄拠点や物資集積拠点（一時集結拠点）では、放射線防護資機材の使用方法や、そ
れまでのﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果等により、避難搬送による被ばく線量が積算1mSvを十分に下回ることを説明。

※1



長崎県におけるUPZ内防護措置に備えた放射線防護資機材の備蓄・供給体制

UPZ

PAZ

102

長崎県

住民の一時移転等実施

一時集結拠点

放射線防護資機材備蓄拠点
（長崎県庁等）

連絡調整

受取

住民搬送を担う機関は、一時集結拠
点で資機材の受取りを実施。

＜住民搬送を担う機関に対する放射線防護資機材の配布体制＞

携行

＜UPZ外の機関の場合＞

搬送

UPZ内に住民搬送を担う機
関が所在する場合は事前に
放射線防護資機材を配布

（凡例）
��一時集結拠点��放射線防護資機材備蓄拠点

長崎県庁

住民搬送を担う機関※1

※1 UPZ内の住民搬送を担う機関には事前に配布
※2 一時集結拠点は、生活物資等の一時集結拠点と

同じ場所に設置

Ø 長崎県では、UPZ内住民の一時移転等に備え、住民搬送を担うUPZ内の機関に、事前に放射線防護資機材
を配布。また、UPZ外の機関には、緊急時に設置する一時集結拠点において放射線防護資機材を配布。

Ø 平時にはこれらの使用方法に関する訓練・研修を定期的に実施。

Ø 一時集結拠点では、放射線防護資機材の使用方法や、それまでのﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果等により、避難搬送による
被ばく線量が積算1mSvを十分に下回ることを説明。

※2
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